
史
料
解
説
平
尾
魯
仙

｢家
訓
提
要
｣
に
つ
い
て

平
尾
魯
仙
'
文
化
有
年

(
l
八

〇
八
)
I
明
治
十
三
年

二

八
八

〇
)'
幕
末
の

こ
ろ
の
津
軽
の
画
人
で
､
国
学
者

O
名
は
亮
致
､
通
称
初
三
郎

(
八
三
郎
)

O
削
号

鹿
川
､魯
億

､
宏
斉
､
雄
山
な
ど
一〉
弘
前
相
星
町
の
魚
商
小
浜
屋
に
生
き
れ
る
｡

幼
帖

か
ら
学
問
を
好
み
､
松
田
駒
水
に
縫
史
を
学
ぶ
っ
画
才
を
認
め
ら
れ
工
藤
丘
同
に
つ

き
､
さ
ら
に
毛
内
雲
林
に
師
事
し
て
画
道
を
修
め
た
｡
ま
た
内
海
草
妓

に菖
法
と
俳

許
を
学
ん
だ
o
十
八
才
の
と
き
尊
吸
同
門
の
鶴
合
有
酌
と
計
り
遊
学
の
た
め
出
郷
を

企
て
た
が
果
さ
な
か

っ
た
O
の
ち
古
川
学
庵

･
今
村
慶
寿

(渓
寿
)
に
つ
い
て
学
芸

い
よ
い
よ
進
ん
だ
o
天
保
八
年
､
l111
才
で
家
業
を
弟
に
譲
り
､
所
業
と
文
筆
に
専

念
す
｡
安
政
一
一年
松
前
を
遊
歴
L
t
箱
舘
で
異
人
を
見
る
｡

こ
の
頃
か
ら
有
節
.
今
村
真
樺
ら
と
平
田
派
の
皇
学
を
究
め

元
治
元
年
江
戸
の

平
田
鉄
胤
の
門
に
入
り
'
鉄
胤
没
後
の
門
人
帳
に
名
を
連
ね
た
O
明
治
九
年
､
天
隻

の
青
森
行
幸
の
際
'晴
門
榛
布
図
な
ど
の
画
作
を
天
覧
に
供
す
｡
明
治
十
三
年
投
｡
七

十
三
｡
画
道
の
門
人
多
数
あ
り
､
高
弟
三
上
仙
年
'
工
藤
仙
乙
は
じ
め
へ
山
上
魯
山
､

山
形
岳
泉
ら
い
ず
れ
も
明
治
の
弘
前
画
増
の
中
心
と
な
る
｡
魯
仙
は
'
ま
た
考
古
を

好
み
門
人
佐
藤
仙
之

へ蔀
)
そ
の
志
を
つ
ぐ
｡
著
書
す
こ
ぶ
る
多
く
'
民
間
の
奇
事

異
聞
を
集
め
た

｢
谷
の
響
｣

･

｢合
浦
奇
談
｣
を
は
じ
め
'

｢
松
前
紀
行
｣
二

箱
舘

佐

藤

和

夫

夷
人
談
｣

･

｢
幽
府
新
論
｣
な
ど
あ
り
'
な
か
で
も
群
書
を
博
覧
し
抄
録
し
た

｢

宏
斎
抄
誌
｣

一
五

〇
冊
に
刻
苦
勉
学
の
あ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

(以
上
､

『
青
森
県

人
名
大
事
典
』
執
筆
森
山
泰
太
郎
氏
)
0

魯
仙
は
津
軽
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
､
か
な
り
異
才
を
発
揮
し
た
人
物
で
あ

っ
た

こ
と
は
､
上
記
の
引
用
紹
介
の
短
い
文
章
の
中
に
よ
-
描
き
出
さ
れ
て
い
る
｡
私
が

恥
仙
な
る
人
物
に
遭
遇
し
た
の
は
､
彼
の
著
述
し
た

｢家
訓
提
要
｣
の
存
在
に
よ

っ

て
で
あ
る
｡

｢家
訓
提
要
｣
を
我
が
国
家
訓
史
の
上
か
ら
と
り
あ
げ
た
の
は
､
近
藤

芥
氏
で
あ

っ
た

(
｢戦
国
時
代
武
家
家
訓
の
研
究
｣
､
風
間
書
店
'
昭
和
五
十
三
年
)

並
横
氏
は
､
そ
の
著
書
の
中
で
特
異
な
家
訓
と
し
て

｢
『
家
訓
提
要
』
考
｣
な
る

l

節
を
設
け
紹
介
し
て
い
る
｡

国
立
国
会
図
書
館
に

『家
訓
提
要
』
と
題
し
た

1
本
が
あ
る
.
こ
の
書
は
弘
前

の
人
で
画
家
平
尾
魯
仙

(名
亮
致

･
通
称
初
三
郎
､
明
治
十
三
年
一
一月
穀
)
の
自

筆
本
で
､
そ
の
外
孫
土
岐
安
子
が
外
崎
覚
に
托
し
て
東
京
図
書
館
に
寄
贈
し
た
こ

と
が
末
尾
に
附
記
し
て
あ
る
｡

そ
の
附
記
と
は
､

右
家
訓
提
要
壱
冊
､
平
尾
魯
仙
自
筆
也
其
外
孫
土
岐
安
子
托
余
寄
贈
之
於
東
京
図
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マ
マ

書

館

外
岐
覚

と
な

っ
て
い
る
｡

近
藤
氏
は

｢家
訓
提
要
｣
の
価
値
に
つ
い
て
左
の
如
く
評
価
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
書
は

｢紀
元
二
千
五
百
三
十
三
年
明
治
六
突
酉
年
二
月

平
尾
亮
致
為
後

嗣
等
記
｣
と
本
文
末
尾
に
記
し
て
あ
る
と
お
り
'
明
治
維
新
直
後
に
文
化
人
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
り
'
町
家
の
家
訓
が
盛
ん
に

書
か
れ
'
武
士
的
教
養
の
あ
る
人
の
家
訓
が
絶
滅
し
て
し
ま

っ
た
時
代
に
書
か
れ

た
も
の
と
し
て

一
の
特
色
を
持

っ
た
も
の
と
し
て
注
目
に
価
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
｡

に
よ
る
と
'
魯
仙
の
娘
で
土
岐
家
に
嫁
い
だ
女
性
の
娘
に

｢
や
す
｣
が
お
り
女
高
師

出
身
と
な

っ
て
い
る
｡
や
す
の
弟
千
代
助
に
は
二
男
忠
男
氏
が
あ
り
'
東
京
在
住
と

な

っ
て
い
る
｡
外
岐
覚
は
外
崎
覚
で
あ
る
と
す
れ
ば
'
附
記
の
自
著
名
を
間
違
え
る

の
は
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
が
'
あ
る
い
は
近
藤
斉
氏
の
原
稿
､､､
ス
か
印
刷
校
正
の

ミ
ス
か
も
し
れ
な
い
｡
国
会
図
書
館
本
を
実
見
で
き
な
い
の
で
疑
問
の
ま
ま
に
し
て
お
-
｡

さ
て
'
昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十

一
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
'
弘
前
市
立
博
物

館

で
'

｢
没
後
百
年
記
念
'
平
尾
魯
仙
展
｣
が
開
か
れ
'
犀
風

･
衝
立

･
扇
額

･
軸

物

･
絵
馬
を
含
め
た
書
籍

･
画
帖
そ
の
他
の
魯
仙
の
遺
作

一
八
四
点
が

一
望
に
展
鶴

さ
れ
'
折
よ
-
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
私
は
そ
の
す
ぼ
ら
し
い
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
た
｡

そ
し
て
偶
然
に
も

｢家
訓
提
要
｣

一
冊
が
出
品
さ
れ
て
い
た
の
を
み
て
'
国
会
図
書

館
所
蔵
本
と
ど
う
か
か
わ
か
る
の
か
興
味
を
抱
い
た
｡
早
速
､
国
会
図
書
館
で
閲
覧
す
べ

-
出
か
け
た
上
'
請
求
し
た
の
だ
が
'
目
下
所
在
不
明
と
い
う
奇
怪
な
職
員
の
返
答

の
た
め
実
見
で
き
な
か

っ
た
｡
弘
前
の
会
場
で
み
た
も
の
は
ま
ざ
れ
も
な
い
原
本
で

あ

っ
た
｡
所
蔵
す
る
弘
前
市
立
図
書
館
か
ら

コ
ピ
I
を
送
附
し
て
も
ら
い
'
内
容
杏

近
藤
氏
の
著
書
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
た
｡
結
果
は
'
外
崎
覚
の
奥
書
以
外
は
同
文

で
あ

っ
た
｡

｢
国
書
総
目
録
｣
に
は
国
会
図
書
館
本
は
写
本
と
し
て
あ
る
｡
弘
前
図

書
館
所
蔵
原
本
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
｡
編
者
の
手
落
ち
で
あ
ろ
う
｡
成
田
末
五

郎
氏

｢平
尾
魯
仙
｣

へ陸
奥
史
談
第
三
六
号
'
昭
和
四
十
年
)
で
紹
介
さ
れ
た
家
系

二

｢家
訓
提
要
｣
の
冒
頭
に
石
居
兼
松
成
言
の
横
井
書
の
序
文
が
あ
る
｡

序
書
有
言
日
'
若
銑
弗
視
地
'
厭
足
用
傷
'
蓋
謂
入
鹿
知
己
立
足
処
'
而
後
行
也
'

吾
魯
仙
翁
好
講
書
善
絵
画
'

々
富
暗
也
'
書
該
博
也
'
然
其
所
作
'
専
詳
於
我
土

地
山
水
之
景
況
'
其
所
著
亦
審
乎
'
我
闇
境
古
今
之
事
跡
'
此
無
他
先
知
己
立
足

処
而
後
行
之
謂
也
'
非
得
務
本
之
要
者
'
安
能
如
斯
哉
'
須
著

一
編
以
教
誠
児
孫
'

薄

々
懇
篤
'
悉
修
身
斉
家
之
警
語
'
予
既
批
之
其
尾
日
'
孟
珂
氏
所
謂
天
下
之
本

在
国
'
々
之
本
在
家
､
宏
之
本
在
身
者
'
而
不
麹
修
身
斉
家
之
警
語
'
施
之
乎
'

国
天
下
亦
不
外
於
此
而
己
夫
'
務
本
之
要
'
賠
蕨
之
礎
'
其
何
過
之
々
有
'
今
後

徴
序
'
因
申
前
言
､
以
塞
貢
云
'

明
治
六
年
第
三
之

一
目
八
々
翁
石
居
兼
松
成
言
撰
群
書
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明
治
六
年

へ
一
八
七
三
)
兼
松
石
居
'
六
十
六
才
の
時
で
あ
る
｡
兼
松
石
居
は
津

軽
江
戸
常
符
の
家
に
生
れ
､
昌
平
半
に
学
び
舎
長
を

つ
と
め
る
程
の
学
才
を
発
揮
'

世
子
の
侍
読
と
な
り
'
監
察

(目
付
役
)
な
ど
も

つ
と
め
た
｡
養
育
奉
仕
し
た
世
子

･ノ
･]＼,i),(

武
之
助

(大
隈
守
承
祐
)
が
弘
前
城
で
安
政
二
年
七
月
早
世
し
た
｡
継
嗣
問
題
が
お



こ
り
藩
論
は
他
家
か
ら
養
子
を
迎
え
る
と
い
う
意
見
と
､
武
之
助
弟

(当
時
黒
石
藩

主
)
を
迎
え
る
と
い
う
意
見
に
二
分
さ
れ
'
石
居
は
血
統
尊
重
論

の
立
場
か
ら
後
者

の
意
見
を
強
硬
に
主
張
し
た
.
結
局
'
熊
本
藩
主
細
川
越
中
守
斉
護

の
E
T男
貰
五
郎

が
蟹
養
子
と
き
ま
り
落
着
し
た
｡
寛
五
郎
･-
承
烈
'
承
昭
第
十
二
代
藩
主

で
あ
る
｡

石
居
は
血
統
論
グ

ル
ー
プ

の
理
論
的
指
導
者
と
み
な
さ
れ
'
国
下
り
の
上
蟹
居
処
分

と
な
り
'
安
政
四
年

二
月
江
戸
を
離
れ
弘
前
住
ま
い
と
な

っ
た
｡
以
後
三
軍
五
ケ
月

塾
居
す
る
が
､
塾
居
が
解
け
た
後
も
弘
前
に
暮
ら
し
'
そ
の
間
'
領
内
巡
遊

｢
東
演

紀
行
｣
を
著
わ
し
､
書
院
番
に
列
し
経
学
士
を
兼
ね
'

｢藩
祖
略
記
｣
を
献
上
'
臥

塾
麓
沢
堂
を
開
き
'
藩
校
梧
古
館
小
司
と
な
り
'

｢津
軽
前
譜
｣
を
草
L
､
明
治
に

入

っ
て
東
奥
義
塾
創
立
頭
取
教
授
と
な
る
な
ど
'
そ
の
学
識
ぶ
り
を
充
分
に
発
揮
し

た
｡
･

明
治
七
年
九
月
'
津
軽
家

の
招
き
に
よ
り
上
京
'
樋
口
建
良
'
下
沢
保
窮
ら
と
藩

史
編
纂

に
従

い
'
翌
年
に
は

｢
津
軽
旧
記
類
｣
十
五
冊
を
完
成
'
旧
藩
主
承
昭
よ
り

修
史
局
に
献
上
さ
れ
た
｡
こ
の
あ
と
弘
前
に
帰
り
東
奥
義
塾

で
講
義
中
発
病
'
明
治

十
年
十
二
月
六
十
八
才
で
亡
-
な

っ
た
(∪

序
文

の
書
体
の
美
し
さ
と
云
い
'
内
容
と
云
い
'
漢
籍
家
と
し
て
の
豊
か
な
教
秦

を
し

の
ば
せ
る
｡

魯
仙
は
こ
の
時
七
十
才
で
あ
る
｡
ほ
ぼ
同
年
代
と
云
う
べ
き
で
あ
り
'
津
軽
か
ら

離
れ
な
か

っ
た
天
才
画
家

の
平
民
と
'
中
央
の
エ
-
ー
ト
で
あ

っ
た
俊
才
の
石
居
と

は
'
階
級
や
身
分
の
距
て
な
く
肝
胆
相
照
ら
す
間
柄
で
あ

っ
た
こ
と
が
'
こ
の
序
文

と
な

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
｡

家
訓
提
要

は
二
十
七
ヵ
条
よ
り
成
る
｡
冒
頭
に
ま
ず
目
録
二
十
七
ヵ
条
を
列
挙
L
t

以
下
､
各
条
毎
に
具
休
的
な
解
説
が
施
さ
れ
て
い
る
｡
ま
ず
目
録
を
か
か
げ

て
み
る
｡

二

部
当
用
漢
字
に
直
し
て
記
す
｡
)

二

朝
憲

ヲ
遵
奉
シ
テ
禁
戒
ヲ
凌
犯
為

へ
カ
ラ
サ
ル
事

二

二
親

二
孝

ヲ
尽

ス
へ
キ
事

三

職
務

ヲ
勤
励

ス
へ
キ
事

四

合
家
和
親

ハ
繁
盛

ノ
基
不
陸

ハ
衰
微

ノ
元
タ
ル
幸

先

食
糧
ヲ
貯
畜

シ
テ
荒
年

ノ
災
難

二
充
備

ス
ヘ
キ
事

六

隈
逼
ヲ
刷
清

シ
テ
諸
具
ヲ
鮎
視

ス
へ
キ
事

七

夙

二
起
テ
二
親

ヲ
訪
問
シ
神
明
及
ヒ
列
祖

ノ
宙

ヲ
拝

ス
へ
キ
事

八

神

ヲ
鹿
賢

二
シ
伸

二
密
ナ
ル
ハ
惇
礼
タ
ル
事

マ
7

九

火

ヲ
清
潔

ニ
シ
テ
護

二
蔵

ス
へ
カ
ラ
サ
ル
事

十

人
ヲ
計
り
出
ヲ
呈
-
テ
冗
費

ヲ
省
略

ス
へ
キ
事

フ,｢

十

一

低
層
曳
旋

ス
へ
カ
ラ
サ
ル
事

十

二

時
貿

ノ
害

ノ
事

十
三

倹
苗

ノ
7
1
ヲ
弁
了

ス
へ
キ
事

十
四

子
弟

ヲ
産
硫
ス
ル
事

十
五

学
問

ハ
実
学
ヲ
要

ス
へ
キ
事

十
六

飲
酒

ハ
青
年

ノ
モ
ノ
ニ
許

ス
へ
カ
ラ
サ
ル
事

十
七

子
弟

二
遊
観

ヲ
許

ス
ニ
定
期
有

へ
キ
事

十

八

妻

ヲ
酬

ル
事

十
九

子
婦
ヲ
師
ル
事

二
十

女
児
ヲ
教
育

ス
ル
事
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竺

子
弟
判
秩

ノ
事

廿
二

奴
碑
庸
保
ヲ
使

フ
事

廿
三

客
タ
ル
時

ノ
注
意

ノ
事

廿
四

亭

主
タ
ル
時

ノ
注
意

ノ
事

廿
五

摂
生

ヲ
緊
要

ス

へ
キ
事

芙

盗
火
預
防

ノ
事

廿
七

総

論

等
熱
ク

コ
レ
ヲ
思
念

セ
ヨ

右

の
目
録
は
以
下

の
各
条
文
の
目
録
見
出
し
に
な

っ
て
い
る
が
'
本
文
見
出
し
と

は
若
干
表
現
が
異

っ
て

い
る
｡

例

へ
ば
第

二
条

は

｢
二
親

二
孝

ヲ
尽

ス

ハ
人
タ
ル

モ
ノ
'
当
然
タ
ル
ベ
キ
事
｣
'
第
三
条
は

｢
職
務
ヲ
勤
励
シ
テ
詐
欺
ナ
ク
正
宏
ヲ
要

ス
へ
キ
事
｣
と
い
う
具
合

で
あ
る
｡

目
録
だ
け
で
も
充
分
う
か
が
い
知
ら
れ
る
よ
う
に
'
第

一
条
を
除

い
て
は
実
際
的

な
教
訓
で
家

の
維
持
に
つ
い
て
家
族

の
守
る
べ
き
規
範
を

こ
ま
ご
ま
と

つ
ら
ね
て
い

る
｡
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
儒
教
的
家
族
主
義
の
典
型
的
家
訓
と
も
云
う
べ
き
で

あ
る
｡

こ
の
こ
と
は
総
論

へ廿
七
条
)
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
｡

右
'
件

ノ
旨
趣
常

二
心

二
存

シ
テ
忘
失

ス

へ
カ
ラ
ス
'
親
ヲ
養

ヒ
妻
子
ヲ
育

ム
ノ

本

ハ
家

ヲ
修

ル
二
ア
-
'
家

ヲ
修

ル
ノ
本

ハ
職
務

ヲ
勤
助

ス
ル
ニ
ア
-
'
職
務

ヲ

勤
励

ス
ル
ノ
本

ハ
挙
家
和
睦

二
ア
-
'
挙
家
和
睦

ノ
本

ハ
王
J

ノ
教
戒
正
シ
キ

ニ

在
り
'
主
人

ノ
教
戒
正
シ
カ
ラ
サ
レ

ハ
挙
家
和
睦

セ
ス
'
挙
家
和
睦

セ
サ
レ

ハ
職

務
ヲ
勤
励
セ
ス
'
職
務

ヲ
勤
助
セ
サ
レ

ハ
家
修
ラ
ス
'
家
修
ラ
サ
レ

ハ
親
妻
子
ヲ

養
育

ス
ル
コ
ト
能

ハ
ス
'
故

二
主
人
タ
ル
モ
ノ
依
テ
来

ル
本
原
ヲ
体
認
シ
'
言
行

端
厳

二
シ
テ
属
類

ヲ
教
戒
シ
'
家
道
興
隆
ヲ
営

ム
コ
-
緊
要
タ
ル
へ
シ
'
汝
子
弟

親

･
妻
子
-
斉
家
-
職
務
-
挙
家
和
睦
-
主
人
教
戒
-
挙
家
和
睦
-
職
務
-
親

･

妻
子
t
と
い
う
論
旨

の
明
快
さ
は
修
身
斉
家
治
国
平
天
下

の
秩
序
観

で
あ
り
'
そ
の

中
で
の

一
家

の
長
の
権
威
を
強
調
し
て
い
る
｡
家
訓
は
本
来

｢家
｣
の
存
続

の
た
め

の
目
的
で
書
か
れ
る
の
だ
か
ら
当
然
こ
の
よ
う
な
教
訓
に
な

っ
て
ゆ
-
｡

内
容

で
あ
る
が
'
血
縁
に
つ
い
て
は
親
孝
行

(
l
lL)
'
家
族

の
親
睦

(
四
)
t
の

重
視
'
子
弟

の
産
硫

(十
四
)
'
青
年

の
飲
酒

へ十
六
)
'
遊
観

(十
七
)
'
妻

･

嫁

･
女
児

へ十
八

･
十
九

･
二
十
)
'
分
家

(廿

一
)
t
と
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
述

べ

て
い
る
｡
家
庭
運
営
職
務
精
励

へ
三
)
'
食
糧
備
畜

(
五
)
'
諸
家
具

の
点
検

へ六
)'

,+.]r

冗
費

の
節
約

へ十
)
'
借
金

へ十

一
)
'
貸
売

へ十
二
)
'
倹
約
と
古

の
弁
別

(十

≡
)
を
強
調
'
主
人
と
し
て
の
姿
勢

へ廿
四
)
'
客

の
応
待

(廿
三
)
'
使
用
人

へ

の
心
遣

い

へ廿
二
)
等

の
対
人
関
係
'
学
問

の
奨
励

へ十
五
)
'
信
条

･
信
仰

へ
一

･
八

･
九
)
'
そ
の
他
摂
生

･
防
火

(廿
五

･
廿
六
)
等
多
岐

に
亘
り
'
か
な
り
現

実
的
で
あ
る
｡
以
下

こ
れ
ら

の
各
条
文
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
る
｡

33

四

魯
仙
は
平
田
鉄
胤
門
の
国
学
者

で
あ
る
｡
国
家

へ
の
忠
誠
と
い
う
点

で
は
'
町
人

の
立
場
か
ら
比
較
的
客
観
的
に
時
流
を
読
み
と

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
｡
第

一
条
に

は
こ
の
感
覚
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
｡
法
律
は
治
国
安
民
の
た
め
で
あ
り
'
時

々

に
従

っ
て
改
廃
さ
る

べ
き
も

の
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
国
民
は
改
廃
に
よ
り

一
己
心
情

に
適
さ
な
い
面
も
出
て
く
る
が
'
慎
ん
で
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
不
平
の
あ

ま
り
政
令
や
官
吏
を
批
難
す
る
こ
と
は
よ
く
な
い
｡
も
し
'
政
令
に
大
き
な
誤
ま
り



が
あ
る
な
ら
建
白
す
る
が
よ
い

｢
大
政
御

一
新

ノ
放
ヲ
以
テ
言
路
ヲ
開
披
セ
ラ
レ
'

ロウ
七
ノ

隔

説

卜
難
善
言

二
於

ハ
衛
採
用

二
成

ル
｣
べ
き
時
代
だ
か
ら
t
と
述

べ
て
い
る
こ
と

は
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
｡
明
治
六
年
に
こ
の
よ
う
な
識
者
の
感
覚
は
板
垣
退
助
ら

の

｢
民
撰
議

院
設
立

建

白
｣
と

一
脈
相
通
す
る
も
の
と
云
え
よ
う
｡

｢
然

二
建
言

ヲ
奉

ル
才
智

モ
ナ
ク
庁
権
ヲ
押

ス
力
量

モ
ナ
ク
シ
テ
空
ホ

ニ
巷
談

二
惰
り
風
説
ヲ
採

-
テ
｣
騒
が
し
-
噸
誹
す
る
の
は
下

々
の
云
い
草
で
'
暗
や
み
の
渋
面
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
｡

｢御
政
体

ノ
旨
趣

ハ
下
民
ノ
関
り
知

ル
所

二
有
サ
レ

ハ
時

々
ノ
御
布
告

ヲ
頂
テ
奉
戴
シ
是
非
好
悪

ノ
議
論
必

ス
為

へ
カ
ラ
ス
｣
'
主
人
た
る
も
の
能
-
家
中

の
者

へ
教
訓
L
t
か
り
そ
め
に
も
誹
譲

の
談
の
な
い
よ
う
に
注
意
せ
よ
t
と
結
論
し

て
い
る
O
政
治

へ
の
関
心
は
否
定
し
な
い
が
'
同
日
八
目
の
横
丁
談
議
の
軽
荘
な
か

か
わ
り
を
戒
め
'
見
識
と
責
任
あ
る
言
動
を
求
め
て
い
る
｡
魯
仙

の
政
治
観
と
云
う

べ
き
だ
ろ
う
｡

信
仰
に
つ
い
て
は
'
第
八
条

｢神
明
ヲ
梓

ス
ル
ノ
礼
甚
鹿
略

二
シ
テ
仏
陀

ヲ
拝

ス

ル
ノ
式
最
精
密
ナ
ル
ハ
惇
礼
タ
ル
へ
キ
事
｣
に
明
確
で
あ
る
｡

｢神

ノ
道

ハ
発
生
ヲ

主
-
シ
子
孫
繁
殖
ヲ
要
シ
テ
万
事
殻
脹
タ
-
'
是
非
好
悪
言
ヲ
侯

ス
シ
テ
明
ラ
カ
ナ

-
'
又
尊
内
卑
外
ヲ
唱
フ
ル
ハ
各
其
国
ヲ
崇
敬

ス
ル
私
言

ニ
シ
テ
'
万
国
△
児
然
-
-

難
'
皇
国

二
於

ハ
彼
卜
比
並

ス
へ
キ

二
ア
ラ
ス
｣
'
そ
の
独
自
性
と
は

｢
神
真

ノ
本

城

ニ
シ
テ
大
陽

ノ
初
テ
出

ル
-

コ
ロ
国
土

ノ
創
テ
立

ル
ー

コ
口
実

二
万
国

ノ
元
首
｣

な
る
が
ゆ
え
で
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
'
こ
の
尊
崇
す

べ
き
国
に
生
れ
神

の
西
南
に
荏

り
な
が
ら
'
神
明
及
び
祖
先
の
霊
把
を
そ
ま

つ
に
L
t
外
来
の
仏
教
を
重
ん
ず
る
の

は
他
人
の
親
に
孝
養
を

つ
-
す
よ
う
な
も
の
で
'
天
理

･
人
倫
に
そ
む
く
も
の
で
あ

る
｡
仏
道
は
寂
滅
を
主
と
L
t
子
孫
絶
え
之
万
事
凄
漠
た
る
も

の
で
あ
る
｡
神
主
排
仏
の

の
魯
仙
の
思
想
は
'
第
九
条

｢毎
朝
竃
炉
ヲ
麗
払

シ
火
ヲ
清
潔

ニ
シ
テ
謹

二
歳

ス
へ
カ

ラ
サ
ル
事
｣
に
も

つ
な
が
る
｡

｢神
明

ハ
不
潔
ヲ
悪
ム
中

二
就
テ
火
ノ
蔵

ハ
神
代
黄

泉
ノ
縁
由
有
ヲ
以
テ
忌
七
給

フ
所

二
シ
テ
'
古
今

コ
レ
ヲ
慢
凌
シ
テ
災
害

ノ
蒙
-
シ

モ
ノ
抄
ナ
カ
ラ
ス
｣
'
そ
れ
ゆ
え
蔵
す
こ
と
が
あ
れ
ば
枝
除
し
て
罪
を
謝
す
べ
き
で

あ
る
｡
こ
れ
も
噸
笑
す
る
の
は
皇
国
の
原
道
を
知
ら
な
い
も

の
で
あ
る
t
と
戒
め
て

い
る
｡
身
だ
し
な
み
'
環
境

の
整
備
は

一
切
が
神
明

へ
の
崇
敬
の
た
め
で
あ
る
｡
罪

七
条
に

｢
不
潔

ハ
神

ノ
憎

マ
セ
給

フ
所
｣
で
あ
り
'
神
明
人
霊
は
ま
の
あ
た
り
に
見

え
る
も
の
で
な
い
ゆ
え
を
も

っ
て
軽
蔑
し
て
は
な
ら
な
い
｡

｢
必
ズ
幽
帝

二
在
テ
盛

i
.
･I

ナ
-
'
故
期

二
臨
テ
神
ヲ
覇
シ
物

二
応
シ
テ
霊
ヲ
示

ス
事
今
猶
7
-
'
所
謂
'
小
語

∵
∵

ナ
レ
ー
モ
声
ヲ
聞
き
闇
昧
ナ
レ
-
モ
形
ヲ
見
ル
'
故
昧
サ
ル
所
ヲ
戒
慎
シ
聴
サ
ル
所

ヲ
恐
慌
ス
ー
云
リ
｣
と
述

べ
て
い
る
｡

魯
仙
の
生
活
態
度
に

一
貫
し
て
い
る
の
は
現
実
主
義
で
あ
る
｡
子
弟
の
学
問
は
実

学
第

一

へ十
五
条
)
と
す
る
｡
帳
簿

･
書
信

･
算
勘
を
基
礎
に
修
身

･
国
家

･
神

へ

と
上
昇
す
る
｡
日
々
の
用
に
必
要
な
緊
要
の
学
を
は
じ
め
に
学
び
'
そ
の
上
経
済

･

歴
史

･
地
理

･
物
理

･
医

･
農

･
兵
学
等
を
選
択
せ
よ
'
詩
歌
連
俳

の
文
芸
は
敗
荏

の
欠
点
に
お
ち
い
り
易
-
'
余
り
奨
励
す

べ
き
で
は
な
い
｡
博
識
よ
り
も

一
つ
の
道

の
奥
儀
を
き
わ
め
る
べ
き
で
あ
る
t
と
述

べ
て
い
る
｡
琴
棋
書
画
と
共
に
実
用
に
遠

い
も

の
t
と
み
ず
か
ら
戒
め
て
い
る
｡

一
見
画
家
と
し
て
の
魯
仙
の
生
き
方
と
矛
盾

す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
'
自
身

の
反
省
と
願
望
が
右
の
よ
う
な
学
問
観
に
至

っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
｡

三
十
才
で
家
業

(魚
商
)
を
弟
夫
婦
に
譲

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
'
魯
仙
自
身

も
商
人
と
し
て
の
経
験
を
持

つ
の
で
あ
る
か
ら
'
実
利
主
義
の
感
覚
は
各
所
に
-
ど

い
程
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
よ
み
と
れ
る
｡
人
を
計
り
出
る
を
量
る
は
家
政
第

一
の
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緊
要

へ十
条
)
､
借
金
を
し
て
は
な
ら
な

い
､
も
し
借
金
し
た
な
ら
惜
し
み
な
く
家

財
を
売

っ
て
反
済
に
宛

て
よ
､
遅
れ
る
程
気
侍
の
整
理
も

つ
か
ず
'
世
間
か
ら
も
あ

な
ど
ら
れ
よ
う
｡
そ
の
逆

の
場
合
は
英
断
あ
り
と
て
信
用
が
倍
加
す
る
だ
ろ
う
｡
商

売
た
る
も

の
は
現
金
主
義
に
て
貸
売
は
避
け
る
べ
き
で
あ

る

(卜
二
条
)
っ
十
人
に

貸
売
し
た
う
ち
'
二
人
位
は
返
済
す
る
が
三
人
は
繰
越
し
を
続
け
'

つ
い
に
は
返
さ

な
い
の
が
当
然
と

い
う
態
度
に
変
り
'
五

人
は
は
じ
め
か
ら
返
す
意
志
は
も
た
ず
言

訳
ば
か
り
で
'
そ
の
う
ち
暴
言
を
吐
-
よ
う
に
な
ろ
う
｡
苦
心
労
働
の
結
果
積
み
上

げ
た
貨
財
を
借
り

て
'
そ
の
理
解
も
な
し
に
自
己
の
利
に
は
し
る
の
は
歎
か
わ
し
い

こ
と

で
あ
る
｡
泥
棒
と
同
じ
手
合

で
あ
る
｡
よ
く
相
手
を
見

て
､
止
む
な
-
貸
売
を

す
る
場
合
は
'
そ
の
日
の
欠
損
と
し
て
扱

い
不
平
を
残
さ
ぬ
よ
う
に
せ
よ
｡
と
財
荏

の
損
失
を
憂
え
る
こ
と
よ
り
も
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
生
ず
る
人
間
関
係

の
失
わ
れ
る

こ
と
を
戒
め
て
い
る
｡

倹
約
と
ケ
チ
の
区
別
も
重
要

で
あ
る

(十
三
条
)
｡
ケ
チ
は
心
の
み
に
-
さ
'
用

途
を
明
確
に
し
な
い
ま
ま
の
蓄
財
を
軽
蔑
す
る
の
で
あ
る
｡
己
の
欲
望
を
充
足
す
る

た
め
に
家
族
に
さ
え
貨
財

の
消
費
を
惜
し
み
､
そ
の
た
め
家
庭
内
の
円
満
さ
え
破
壊

+
｢

さ
れ
る
.
得
る
を
知

て
失
う
こ
と
を
知
ら
な
い

｢
教
子
｣
の
為
る
と
こ
ろ
t
と
手
き

び
し
い
｡

食
糧

の
備
蓄
に
つ
い
て
も
詳
し

い
が
'
こ
れ
は
津
軽
地
方

の
江
戸
時
代
か
ら
深
刺

な
天
災
に
よ
る
凶
作

の
結
果
か
ら
発
生
し
た
非
惨
さ
の
見
聞
が
'
そ
の
考
え
の
眼
症

に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

｢熱
往
昔

ヲ
考

ル
二
㌧
遠
キ

ハ
七
｢
隼
及
至
五
十
年
'
近

キ

ハ
一一王

年
前
後

二
有
毒

近
-

至
テ

ハ
六
筒
年
ノ
問

二
三
節
度

二
及

晶

申
｣

へ
五
条
)
'
そ
し
て

｢
面
視

ス
ル
所
｣
の
餓
死
者

の
遺
骸

の
野
に
棄

て
ら
れ
て
い
る

無
惨
さ
を
詳
細
に
例
示
し
て
い
る
｡

子
弟

へ
の
教
育
や
し

っ
け
に
つ
い
て
も
き
び
し

い

(十
四
条

･
十
六
条

･
十
七
条
J｡

婦
女
子
に
つ
い
て
は
よ
-
そ
の
性
質
を
み
き
わ
め
て
い
る

へ卜
八
条
)
｡

｢
凡
テ
婦

･

人

ノ
性
タ
ル
ヤ
愚

ニ
シ
テ
姦
究
ク
､
人
我
ヲ
隔
テ
嫉
妬
深
ク
､
此

ヲ
近

ツ
ク
レ

ハ
請

つ一′

-
'

コ
レ
ヲ
遠
サ
ク
レ

ハ
恨

ム
'
是
上
下
老
中
ト
ナ
ク
尋
常
婦
人
ナ
-
｣
と
冷
静
に

観
察
し
て
い
る
｡
た
だ
そ
の
先
が
や
ゝ
女
性
蔑
視
の
感
が
あ
り
'
妻

の
在
り
方
を
期

待
す
る
割
に
は
信
頼
し
て
い
な
い
｡
嫁
に
対
し
て
は
'
他
人
の
予
で
あ
る
か
ら
夫
で

あ
る
息
子
よ
り
も
大
事
に
L
t
姑

･
嫁

の
仲
良
-
す
る
こ
と
を
説

い
て
い
る
｡
特
に

姑

の
方

の
心
得

べ
き
嫁

へ
の
接
し
万
に
重
点
が
あ
る
｡
子
女
に
つ
い
て
は

｢
女
大
学
｣

の
域
を
出
て
い
な
い

へ
二
十
条
)
｡

使
用
人
に
対
し
て
は
､
か
れ
ら
も
人
の
子
で
あ
る
か
ら
無
法
な
働
か
せ
方
使

い
方

を
し
て
は
な
ら
な
い
｡
失
敗
が
あ

っ
て
も
将
来
を
考
え
恥
に
な
る
よ
う
な
叱
り
方
杏

し
て
は
な
ら
な
い

(
一
一十
二
条
)
｡

内

の
者
に
は
き
び
し
い
が
､
他
人

へ
の
い
た
わ
り
や
人
格

の
尊
重

の
姿
勢
が
う
か

が
わ
れ
る
｡

こ
の
他
者

へ
の
謙
虚
さ
は
接
客
熊
度

の
戒
め
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い

る

(
二
十

三
条

･
一
一十

四
条
)
｡
親
し
き
者
に
も
け
じ
め
を

つ
け
る
'
会
合

へ
の

遅
参
､
座
席

の
位
置
'
飲
食
の
作
法
'
中
座
'
言
葉
使

い
'
宴

の
切
り
上
げ
時
等
客

と
な

っ
た
場
合

の
熊
度
'
客
を
招
/＼
と
き
は
部
屋
を
き
れ

い
に
衣
服
を
改
め
'
分
相

応
の
酒
食
'
夫
妻
交
互
に
応
待
'
酒
の
す
す
め
方
'
長
座
を
き
ら

っ
て
は
い
け
な
い
'

供

の
者

へ
の
心
遣

い
等
に
及
ん
で
い
る
｡
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全
般
的
に
内
容
は
大
き
な
特
徴
は
み
ら
れ
な

い
｡
明
治
初
期

の
知
識
人

･
芸
術
家



と
し
て
'

一
つ
の
専
門
領
域
を
確
立
L
t
思
想
信
条
の
面
で
は
国
学
者
と
し
て
体
制

の
時
流
と
合
致
L
t
経
済
的
に
も
不
自
由
さ
が
な
い
魯
仙
に
と

っ
て
は
'
藩
政
時
代

の
よ
う
な
身
分
制
の
束
縛
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
.
む
し
ろ

1
般
衆
庶
よ
り

T
段
高

い
所
に
己
を
置
い
て
見
お
ろ
し
て
い
る
姿
勢
が
濃
厚
で
あ
る
｡

学
問
は

｢愚
民
｣
を

益
す
る

へ十
五
条
)
と
い
う
言
葉
の

一
端
に
そ
れ
が
う
か
が
わ
れ
る
｡
家
長
と
し
て

の
訓
戒
で
あ
る
か
ら
自
己
の
存
在
を
絶
対
的
基
準
と
し
て
い
る
の
で
'
妻
子
や
使
用

と
し
て
の
意
識
は
当
然
と
し
て
も
'
こ
こ
に
明
治
の
新
し
い
階
層
の
移
動
'
旧
時
代

の
知
識
的
町
人
層
の
上
昇
過
程
が
み
ら
れ
る
｡

｢
主
人
タ
ル
者
｣
の
強
調
は
十
五
ヵ
条
に
及
ん
で
い
る
｡

一
家
の
長
と
し
て
の
心

得
の
強
調
は
'

一
家
の
平
和
と
繁
栄
は
家
長
の
責
任
で
あ
る
か
ら
で
'
家
族
は
家
長

の
方
針
を
理
解
し
協
力
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
｡

｢汝
子
弟
等
熟
ク
コ
レ
ヲ
思
念

(抜
文
)
｣
し
､

｢肺
肝

二
鏑
録
シ
テ
必
忘
失
ス
ベ
カ
ラ
ズ

(
三
条
)
｣
と
い
う
家

訓
本
来
の
戒
め
と
な
る
｡

述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
非
常
に
具
体
的
で
わ
か
り
易
い
｡

一
々
尤
も
と
思
う
常

識
的
な
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
｡
し
か
し
改
め
て

一
語

一
語
読
み
下
し
て
ゆ
-
と
'
思

い
当
る
こ
と
が
多
く
'
当
り
前
の
こ
と
な
が
ら
実
行
を
忘
れ
'
現
実
が
反
対
の
生
宿

∵

に
陥

っ
て
い
る
こ
と
に
惜
然
と
さ
せ
ら
れ
る
｡
当
り
前
の
こ
と
を
常
に
反
覆
反
省
さ

せ
ら
れ
る
た
め
に
家
訓
の
存
在
は
'

一
家
の
精
神
的
支
柱
に
な

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
'
他
に
写
本
が
あ

っ
た
こ
と
で
も
推
察
で
き
る
｡
武
家
の
家
中
統
率
や
領
国

統
治
の
た
め

の
武

家
家
訓

や
商
店
の
営
利
を
伴
う
社
訓

･
店
訓
的
家
訓
に
比
べ
れ

ば
'
本
家
訓
は
'
家
訓
ら
し
い
家
訓
t
と
云
え
よ
う
｡
(捜
真
女
学
校
中
高
等
部
教
諭
)
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